
宮島を誇りに思い，
宮島の未来を創る
児童生徒の育成

～９年間のつながりを意識した持続可能な学習体系づくりを通して～
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世界遺産，日本三景安芸の宮島にある学校
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指導上の課題から

地域の文化や歴史等に関する
学習内容が固定化し，課題に対
し，受動的に取り組む傾向がある。

少人数集団の中で，他者と協
働的に取り組んだり，批判的に取
り組んだりする経験が少ない。

学習成果を有効に生かしたり，
新たな課題につなげたりする場
や効果的に発信する場が少ない
ため，有用感を感じにくい。

つけたい資質・能力を明確にし，ＰＢＬ
の考えを参考にした単元開発を行う。

地域人材や専門家とともに学び，様々
な考えに触れ，自分の考えを変容させた
り深めたりできるようにする。

探究の過程で「まとめ・表現」を工夫し，
地域に貢献できるようにする。
ＳＤＧｓの視点で学びをつなぐ。

振り返りで成果を自覚させたり新たな課
題を発見させたりする。



研究の概要

【研究の仮説】

（１） 発達段階に応じた毎時間の授業の「振り返り」や課題を
個々で設定し，それに向けて探究活動をしていけば，
学びが深まり，個としての成長とともに，集団としての成
長につながるだろう。

（２） ＳＤＧｓの視点を明確にして，宮島の文化や自然を守る
学習活動を自らのテーマを掲げて取り組ませれば宮島を
愛し大切にする児童生徒の育成につながるだろう。



つけたい資質・能力の設定

研究内容 ➀振り返り ②ＳＤＧｓの視点

開発した単元
８学年「宮島を紹介しよう～世界遺産宮島の名所を発信～」

３学年「昔のくらし これからのくらし～もっと知りたい宮島～」

研究の成果と課題

今後に向けて カリキュラムの再構築

中間報告の流れ

研究推進“みんなで一歩”



つけたい資質・能力の設定

１５歳の生徒の姿
宮島のことを系統的に学び，

宮島の未来を考えるとともに，
自分自身を見つめ

自分の将来を具体的に考え
行動することができる子ども

前期 中期

後期





研究内容① 振り返りを大切にする学び

～授業見合おう週間～
１１月 １日～ ５日
２月 ７日～１０日

振り返りの手引き「ふりかえるくん」（中・後期用）

授業を見合うことで

・主体的に学ぶ姿
・指導の系統を意識
・振り返りの工夫



研究内容② SDGsの視点を明らかにした学習活動

持続可能な学習体系のなかで
自ら考え探究していく課題に
取り組む態度を育成

学年 探究課題

３ 昔のくらし・これからのくらし

４ 達人に学ぶ（伝統工芸）

５ 宮島の自然とともに（環境）

６ 伝えよう，宮島（まちづくり）

７ 宮島の自然とともに（環境）

８ 宮島を紹介しよう

９ 宮島を紹介しよう

児童生徒にとって

学びのつながり・
社会とのつながりを
意識した探究活動



単元の目標
宮島を訪れる観光客を案内する活動を通して，宮島の観光資源の魅力や価値・
課題について理解し，観光客の目的や意図に応じた案内の仕方を考え，宮島と
自分とのかかわりを意識しながら行動したり生活したりできるようにする。

８学年「宮島を紹介しよう ～世界遺産宮島の名所を発信～！」

社会貢献
リピーター増



宮島を訪れる旅行者に対して，
グループごとにオリジナルマップを
用いて案内をする場面

８学年「宮島を紹介しよう ～世界遺産宮島の名所を発信～！」
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「こんな準備をしていたから,
臨機応変に対応できた。」自覚する

９学年 英語での観光ガイドへ意欲・
新たな課題をもつ

８学年「宮島を紹介しよう ～世界遺産宮島の名所を発信～！」

ルーブリックに照らして自己評価

空を背景にして
紅葉と人物を
下から撮ると，
きれいですよ。



８学年「宮島を紹介しよう～世界遺産宮島の名所を発信～」

観光地宮島を切り口に宮島の将来を考える

単元の目標
家族や地域の大人から昔のくらしの様子を聞き取ったり，昔のくらしを体験
したりする活動を通して，昔のくらしや人々の思いに気付き，持続可能な視点で
今のくらしと比較して考え，自分の生活や行動に生かすことができるようにする。

３学年「昔のくらし，これからのくらし～もっと知りたい宮島～」

児童が感じた昔の暮らしの工夫・
知恵，自分も取り入れたいこと，
暮らしの豊かさ・・・
地域の人に発信し，意見交換

単元のゴール

本質的な問い「１０年後の宮島はどうあるべきか。」



振り返りシートをもとに研修

記述をどのように読み取るか？
担当教員同士で検討

学習内容
資質・
能力

５・７年
「自然とともに
～海の生き物から考える～」

他人事だった

新たな課題

他県の人とも
つながりがある

学園の取組に
意義を感じる
これからも・・

危機感から
自分にできることを

知っている
つもりだった

願いをもつ

宮島っこ本（学びの蓄積）

・学習で用いた資料
・成果物
・振り返りシート を綴じる。

児童生徒にとっては，自分の学習を振
り返ることができる。（成長・変容）
学習の中で，これまでの学習で用いた
資料を使い，関連させて考えることがで
きる。
指導者にとっては，児童生徒の資質・
能力の高まりを見ることができたり，
これまでの学習を活かしたりすることが
できる。



研究の成果指標

指標 達成目標 検証方法

「宮島のことを誇りに思い，
他者に伝えたい」

児童生徒の割合
８０％ ふるさと学習アンケート

筋道を立てて伝えることが
できる児童生徒の割合

８０％ 学習成果物等

自分の将来について
考えようとしている
児童生徒の割合

８０％ 振り返りシート記述



研究の成果と課題

○つけたい資質・能力が明確になり，活動の
仕組み方・評価の仕方などを共有できた。

○ルーブリック作成は，指導者の見取り・学習
者の意欲向上に有効であった。

●９年間の学びを系統的につなげる。



今後に向けて～カリキュラムの再構築～

宮島学習
生き方・あり方

学習

体験の
場

学びの
発信

個別課題の探究 異学年・２年間

学級課題の探究（過去・今・未来）

学級課題の探究（過去・今）

地域を知る・愛着をもつ 認
識
・
選
択
・
表
現

宮
島
っ
こ
本

（
学
び
の
蓄
積
）



令和４年１０月２８日（金）
小中一貫教育小規模校全国サミットin宮島


